






に
白
く
、

偉
美
師
儒
、
其
徳
不
孤
、
君
主
三
楽
、
王
侯
不
如
、

育
英
達
徳
、
能
養
鳳
雛
、
等
身
著
述
、
郷
土
之
審
、

泰
鍵
鴬
否
、
昨
非
今
是
、
毒
而
且
康
、
天
賜
禰
履
、

諺
を
城
山
、
益
々
白
川
、
仰
望
高
風
、
流
芳
千
祁
。

○
成
木
麦
倉
報
告

常
支
含
に
於
て
は
、
五
月
初
旬
の
鬼
童
幅
祇
週
間
の

記
念
行
事
と
し
て
、
村
内
四
校
長
に
相
談
善
行
兄
童

と
生
徒
を
表
彰
す
る
こ
と
に
一
決
、
各
校
に
男
女
各

一
名
の
推
薦
方
を
依
頼
し
て
、
左
記
八
名
の
推
薦
を

得
、
五
月
二
十
九
日
午
前
九
時
成
木
中
畢
校
を
始
と

し
順
次
畢
校
別
に
釜
児
童
を
集
合
せ
し
め
、
校
長
以

下
職
員
支
曾
長
以
下
役
員
村
助
役
、
Ｐ
田
Ａ
役
員
参

列
中
村
幹
事
の
司
含
に
よ
り
開
式
、
各
校
毎
に
校
長

開
式
の
僻
を
述
べ
、
萩
原
支
曾
長
よ
り
表
彰
状
に
記

念
品
を
添
へ
授
奥
せ
ら
れ
、
清
水
助
役
及
各
校
Ｐ
田

Ａ
酋
長
便
覗
僻
あ
り
、
司
含
中
村
幹
事
日
本
弘
道
倉

の
事
業
を
慨
読
、
道
徳
無
営
所
に
平
和
も
文
化
も
無

い
、
道
徳
は
人
類
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
基
本
で
あ

る
こ
と
、
更
に
陣
愛
の
精
祁
壷
揮
に
付
最
も
平
易
に

述
べ
、
皆
さ
ん
は
本
常
に
仲
良
く
相
協
力
母
校
を
模

範
校
に
推
進
、
胸
間
の
バ
ッ
チ
を
一
段
と
耀
か
す
様

努
め
て
く
れ
と
希
望
し
て
、
午
後
三
時
閉
式
を
宣
し

四
校
の
表
彰
式
を
総
了
す
。

表
彰
生
徒
と
見
童

成
木
中
畢
稜
三
年
加
藤
茂
敏
夫
、
伊
藤
武
、
高
森
俵
三
郎
、
保
科
徳
治
郎
、
寺

同
二
年
野
村
よ
し
子
本
正
雄
、
大
塚
規
一
、
木
内
左
代
治
、
賓
理
巳
之
助

成
木
小
壌
校
，
六
年
小
嶺
奉
助
の
十
五
名
、
外
現
在
含
貝
三
百
九
十
六
名
に
達
せ

同
六
年
市
川
知
子
り
。

上
成
木
小
皐
校
六
年
須
崎
画
夫
○
成
木
支
含
報
告

同
六
年
野
村
君
子

七
月
十
六
日
富
村
第
一
否
都
下
第
一
の
霊
場
高
水

北
小
曾
木
小
畢
校
六
年
白
井
美
佐
子

山
不
動
明
王
堂
に
支
含
常
含
を
開
く
、
・
先
づ
順
次
山

同
三
年
木
崎
昭
三

上
堂
内
の
文
化
風
呂
に
入
浴
し
て
汗
と
浮
世
の
垢
を

○
千
葉
騨
東
部
支
雪
報
告

落
し
、
そ
れ
よ
り
清
水
融
昌
師
の
指
導
に
て
舵
弟
子

六
月
二
十
五
日
高
木
支
含
長
宅
に
於
て
常
支
含
々
と
し
て
の
作
法
に
従
ひ
、
同
山
潤
特
の
糖
進
料
理
の

計
主
任
事
務
引
繕
及
懇
談
含
を
開
催
ぜ
り
。
四
ヶ
年
夕
食
に
舌
鼓
を
う
ち
、
八
時
よ
り
臨
畔
総
含
を
開
含

堕
旦
り
て
含
計
主
任
と
し
て
尤
も
確
賓
に
本
任
務
を
第
一
議
案
副
支
曾
長
武
藤
信
一
氏
の
辞
任
申
出
で
を

逢
行
せ
ら
れ
し
鈴
木
仙
松
君
は
衆
望
を
荷
っ
て
客
年
諮
り
結
局
之
を
承
認
、
績
い
て
後
係
選
衡
に
入
り
填

副
支
曾
長
に
就
任
せ
ら
れ
た
る
に
よ
り
、
珠
て
適
常
垂
に
協
議
の
結
果
、
元
小
畢
校
長
現
村
含
議
員
小
嶺

な
る
後
任
者
を
詮
衡
中
の
と
こ
ろ
、
此
程
一
同
の
推
正
平
氏
を
推
薦
、
同
氏
の
承
諾
を
得
決
定
せ
り
。
第

薦
に
よ
り
多
年
の
熱
心
な
る
含
員
野
卒
香
峰
君
含
計
二
議
案
曾
費
糟
額
の
件
を
附
議
し
て
審
議
の
上
年
額

主
任
た
る
こ
と
を
承
引
せ
ら
れ
た
る
に
よ
り
、
鼓
に
二
百
側
と
し
、
集
金
は
一
何
百
側
と
し
て
年
二
回
に

其
の
事
務
引
縫
ぎ
を
見
る
に
至
れ
り
。
常
日
は
午
前
徴
収
す
る
こ
と
、
途
中
の
入
倉
者
の
分
は
月
割
に
て

事
務
引
総
ぎ
を
了
し
、
午
後
は
事
業
及
含
務
に
つ
き
納
入
せ
し
む
る
こ
と
と
な
れ
り
。

種
々
懇
談
を
重
ね
、
夕
刻
散
含
せ
り
。
か
く
し
て
本
８
以
上
を
以
て
総
衝
を
閉
づ
。
そ
れ
よ
り
清
水
導
師

支
含
は
愈
々
進
展
す
べ
く
陣
容
全
く
成
る
。
即
ち
願
の
下
に
一
同
静
坐
勤
行
、
九
時
解
坐
と
な
り
、
打
ち

問
菅
佐
原
源
治
郎
、
支
含
長
高
木
泰
三
、
副
支
含
長
く
つ
ろ
い
で
懇
談
含
に
入
る
。
夕
立
後
の
澄
め
る
空

繕
鳩
麟
爾
、
鈴
木
仙
松
、
曾
計
野
卒
香
峰
、
一
評
議
員
す
が
す
が
し
く
仰
が
れ
、
炭
間
に
夏
を
忘
れ
て
心
ゆ

宮
崎
浦
徳
、
小
林
康
哉
、
吉
川
棚
吉
郎
、
谷
本
嘉
三
く
ば
か
り
の
清
談
を
交
は
し
十
時
閉
含
。
一
同
山
上

五
十
嵐
丑
松
、
岩
田
正
直
詞
、
渡
逢
保
次
郎
、
菅
谷
に
一
泊
、
十
七
日
早
廃
起
床
、
洗
面
の
上
、
塗
り
を
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散
策
、
緑
の
空
然
も
遠
景
は
大
海
原
と
も
見
ゆ
る
雲

海
、
山
上
の
雄
大
州
糊
を
心
ゆ
く
ば
か
り
味
ひ
、
午

前
六
時
三
十
分
朝
食
を
共
に
し
、
七
時
解
散
恩
ひ
恩

ひ
に
下
山
せ
り
・

因
に
山
上
に
て
成
る
作
品
左
の
如
し

御
俳
の
導
き
給
ふ
逆
に
し
て
茂
み
の
中
も
明
る
か

り
け
り

高
水
は
は
や
初
秋
の
こ
上
ち
し
て
杉
の
並
木
に
蝋

の
な
く
》
藍
恥
：
、
１
－
綱
》
‐

凸
ｆ
ｐ
語
幸
画
８
Ｌ

高
水
の
林
に
あ
ら
き
瓜
立
て
入
夕
立
の
香
う
ち
迫

り
つ
入

脊
嵐
い
つ
し
か
や
み
て
昏
れ
迫
る
山
の
ひ
と
と
き

寂
し
か
り
け
る

湯
上
り
の
而
撫
づ
る
肌
身
に
し
み
て
川
の
夕
幕
夏

と
し
も
な
し

夜
も
す
が
ら
党
の
昔
の
澄
む
山
に
目
畳
め
て
浦
し

夏
の
朝
を

お
る
が
む
に
俳
陀
の
み
光
り
さ
す
如
く
木
の
間
洩

れ
来
る
朝
日
影
か
も

高
水
は
緑
の
野
山
耐
下
し
て
、
路
果
て
な
く
附
け

た
り
け
り

高
水
は
青
木
ば
か
り
と
恩
ひ
し
に
山
の
葉
樫
一
つ

見
出
で
つ

高
水
の
木
の
下
闇
に
年
ふ
り
て
苔
の
む
し
た
り
せ

上
ら
ぎ
の
淵

○
秋
田
支
曾
報
告

昭
和
二
十
五
年
七
月
二
十
三
日
、
市
内
北
旭
畢
校

に
於
て
、
支
含
第
百
七
十
一
四
例
含
を
午
後
三
時
よ

り
開
催
、
本
含
要
価
を
朗
讃
の
後
、
含
員
の
座
談
念

を
行
ふ
、
常
日
新
入
含
者
式
人
あ
り
、
各
自
意
見
を

交
換
し
夕
刻
六
時
過
ぎ
散
含
、
出
肺
者
は
宮
野
吉
松

小
野
裏
、
西
川
近
太
郎
、
而
山
憶
太
部
、
妹
尾
蝿
之

助
、
・
東
山
藤
悦
、
川
村
宗
剛
、
佐
藤
庇
太
郎
の
諸
飛

を
始
め
多
数
な
り
、
常
地
も
連
日
暑
気
烈
し
く
、
本

年
の
豊
作
が
諜
想
さ
れ
る
こ
と
は
何
よ
り
で
あ
る
。

因
に
新
入
念
者
は
而
山
臆
太
郎
、
川
村
宗
嗣
の
二
羽

で
あ
る
。

。
○
塑
岡
支
曾
報
告

昭
和
三
年
こ
の
か
た
ｕ
を
並
ね
て
既
に
二
十
三
、

毎
歳
宮
内
晦
御
料
茶
謹
製
の
恩
命
を
秤
せ
る
繁
田
支

含
提
は
、
五
月
二
十
三
日
に
淵
淑
な
狭
山
乙
女
十
三

希
を
逃
率
上
京
、
鷲
赤
坂
離
宮
御
苑
大
宮
御
所
内
茶

剛
の
新
芽
を
抽
採
、
即
Ｈ
繁
川
隅
製
茶
工
場
に
通
ん

で
「
凧
苑
」
「
藤
の
露
」
を
六
月
九
日
に
は
「
蹄
じ
・

茶
」
を
謹
製
、
七
月
七
日
、
こ
れ
を
上
納
し
た
。
な

ほ
五
月
三
十
一
日
に
は
騰
司
家
へ
伺
候
、
御
新
嫉
の

平
迩
氏
と
和
子
様
と
へ
御
祇
を
言
上
、
肖
剛
の
玉
露

「
玉
翠
‐
一
二
斤
を
献
上
し
た
。
こ
れ
繁
川
家
の
我
器

の
み
な
ら
ず
、
ひ
ろ
く
郷
士
狭
山
の
光
築
と
謂
、
母
、
へ

誉
で
あ
る
。

ほ
の
か
に
聞
く
、
ｌ
昭
和
の
初
め
と
か
、
赤
城
御

苑
内
に
二
段
八
畝
ほ
ど
の
茶
悶
が
あ
っ
た
。
荒
る
入

に
委
せ
て
、
野
生
の
朕
態
を
綴
け
て
ゐ
る
。
た
ま
た

ま
玉
歩
を
お
ば
こ
び
の
皇
后
陛
下
は
、
か
ね
て
よ
り

深
く
龍
業
に
お
こ
上
ろ
を
留
め
た
ま
ふ
こ
．
と
と
て
、

こ
の
あ
り
さ
ま
を
い
た
く
惜
し
ま
せ
給
ふ
た
。
ほ
ど

な
く
、
繁
田
家
へ
謹
製
の
話
が
進
め
ら
れ
た
。
け
だ

し
果
府
陛
下
の
御
尊
父
久
迩
宮
殿
下
は
、
大
正
元
年

十
一
月
畢
行
の
陸
軍
特
別
大
演
習
の
際
、
繁
田
邸
に

数
日
御
駐
泊
、
繁
田
家
の
郷
間
の
名
門
で
、
茶
葉
に
、

肖
流
に
、
矯
瓜
に
、
銀
行
に
教
育
等
々
に
と
、
多
大

な
誰
力
と
貢
献
を
し
て
居
る
こ
と
を
御
承
知
の
筈
で

あ
ら
れ
た
で
あ
ら
う
こ
と
を
想
へ
ぱ
、
這
裏
の
消
息

は
、
お
の
づ
か
ら
了
解
さ
る
上
で
あ
ら
う
。

五
月
は
、
か
く
て
支
含
長
多
忙
、
常
命
開
催
の
塾

な
く
過
ぎ
た
。
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日
本
弘
道
含
確
法
研
究
含
委
員
を
左
の
如

く
委
嘘
せ
り
。

委
員
長
徳
川
義
親

委
員
（
万
十
昔
順
）
大
杉
謹
一
、
小
川
淑
、

川
島
次
郎
、
坂
本
貞
、
徳
山
敬
子
、
野
口
彰
、

松
平
循
子
、
川
口
友
吉
、
荊
川
斧
二
・
（
小
委

員
、
徳
川
委
員
長
、
川
島
、
松
平
、
小
川
）

｜
金
宣
面
側
也
（
寄
附
）
抑
奈
川
蝶
呑
口
僻
三
郎

金
萱
而
側
也
（
参
）

東
京
都
竹
内
峰
作

金
試
面
剛
也
？
）

鎌
倉
市
川
岡
千
珂
子

成
木
支
含
副
支
管
長
武
藤
信
一
氏
酢
任
、
後
任
は
左

の
如
く
決
定
せ
り
。

東
京
都
成
木
支
含
刑
支
含
長
小
撤
正
平

１
－

金
昌
牛
ロ

’

Ｉ

福
輯
後
記

○
今
年
の
暑
中
は
殊
の
外
の
暑
さ
で
す
、
諸
賢
の
御

自
愛
を
所
り
ま
す
。

○
七
・
八
月
雛
を
緬
軸
致
し
ま
し
た
。
盛
り
津
山
で

近
頃
に
な
い
賑
か
で
す
。
追
々
と
諸
先
生
の
御
指
導

御
援
助
で
内
容
の
充
狂
し
て
参
り
ま
す
こ
と
は
何
よ

り
で
す
。
先
づ
論
文
か
ら
評
論
、
講
座
、
随
筆
、
丈

蕊
と
い
ふ
各
方
面
に
亘
っ
て
得
難
い
も
の
を
頂
き
ま

し
た
。
皆
様
の
そ
れ
ぞ
れ
の
好
み
に
よ
っ
て
識
ん
で

頂
け
る
こ
と
と
恩
ひ
ま
す
。
何
卒
讃
諜
に
よ
り
御
納

涼
の
程
を
願
ひ
ま
す
。

○
隣
邦
朝
鮮
の
動
乱
、
平
和
平
和
の
聾
の
中
に
侵
略

が
行
は
れ
る
と
い
ふ
こ
と
ば
、
殊
に
悲
し
む
べ
き
こ

と
で
す
。
迦
合
軍
に
よ
っ
て
一
日
も
早
く
平
和
の
招

来
を
念
願
し
て
止
み
ま
せ
ん
。
此
の
現
庇
を
目
前
に

し
て
、
我
々
は
所
有
方
面
に
憧
刺
に
考
へ
て
見
る
べ

き
で
、
空
理
空
論
を
弄
し
た
り
、
或
は
馬
耳
東
風
と

此
の
現
究
を
外
に
し
て
居
た
り
、
或
は
無
川
に
悲
槻

し
た
り
す
る
こ
と
な
く
、
仙
界
を
そ
し
て
民
族
を
深

く
考
へ
ね
ば
な
り
ま
す
ま
い
。
或
秘
の
野
心
や
策
動

に
動
か
さ
る
上
こ
と
な
く
、
鯉
畢
妄
動
を
謹
み
た
い

も
の
で
す
。
折
角
斯
道
の
た
め
御
指
導
を
お
願
ひ
致

し
ま
す
。〆

’一

弘
道
曾
入
曾
手
綴

一
ヶ
年
曾
費
金
百
式
拾
目
を
排
込
み
入
曾
の
手
績

を
と
る
こ
と
。
曾
員
に
は
雑
誌
弘
道
を
無
料
配
布

す
る
外
に
種
為
の
特
典
あ
り
、
規
則
書
は
郵
券
八

一
岡
封
入
の
方
に
途
付
す
。

昭
和
二
十
五
年
八
月
一
日
菱
行

一
東
京
都
千
代
田
歴
西
神
田
二
ノ
ー

護
行
粂

割
田
斧
二

編
輯
人

東
京
都
千
代
田
歴
神
田
祁
保
町
三
ノ
十

印
刷
人
春
山
治
部
左
衛
門

東
京
都
千
代
田
湛
紳
田
神
保
町
三
ノ
十

印
刷
所
（
東
京
牟
舌
基
く
立
杜
印
刷
所

東
京
都
千
代
田
塵
西
祁
田
ニ
ノ
ー

羅
蔀
蝿
日
本
弘
道
倉

電
話
九
段
九
番

振
替
口
座
東
京
皇
君
番

日
本
出
版
協
曾
曾
員
番
躯
Ｂ
二
号
茜

○
本
誌
麿
告
の
件
に
つ
い
て
は
、

本
曾
編
輯
部
へ
御
相
談
を
乞
ふ
・ｊｆ

’
弘
道
費
償
一
冊
金
試
拾
園
也
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